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令和７年度 学校関係者評価実施用紙（まとめ用） 
 

学校番号 ８ 学 校 名 静岡県立韮山高等学校 校 長 名 三枝 美保子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）  

※１：生徒アンケート結果、※２：保護者アンケート結果、※３教員アンケート結果 

成果目標及び達成状況の数値は校内アンケート調査で「あてはまる・ややあてはまる」と回答した割合（％） 

  
取

組

目

標 

成果目標 
担当 

部署 
達成状況 

評

価 

関

係

者

評

価 

成果と課題 意見 

ア 

自

ら

学

ぶ

力

の

育

成 

(

新

課

程

入

試

改

革

へ

の

対

応

、

読

解

力

の

向

上

） 

平均家庭学習時

間／２時間半以

上 

自主的な学習へ

の取組／80%以上
※１※３ 

部活動後の速や

かな下校／100%※

１ 

教務 

生徒 

平均家庭学習時

間／１年生 114.4

分、２年生 99.8

分(６月の平日学

習時間) 

自主的な学習へ

の取組／81.7％ 

部活動後の速や

かな下校／88.8% 

Ｂ Ｂ 

全体としては、

個々の生徒が文

武両道を念頭に

置き、努力して

いる。 

部活動や学校行事、地

域活動の時間を取りつ

つ学習時間もある程度

取れているように感じ

る。生徒ひとり一人の

「１日の時間の使い

方」がうまく使えてい

るように感じた。 

家庭以外の学習時間と

両方で見て十分であれ

ば目標設定自体を次年

度から変更してもよい

のではないか。 

大学訪問（東大、

順天堂大）の満足

度／85％ 

理数科・文系探究

コース研究施設

研修の満足度／

85％ 

進路 

文探・

理数 

東大訪問満足度

／100％ 

理数科（地球科学

研修 95％、情報

処理研修 98％） 

文系探究コース

／伊豆半島研修

99％ 

Ａ Ａ 

東大訪問は生徒

の意識付けに役

立っている。 

理数科・文系探

究コースについ

ては、次年度も

日程を調整して

実施していきた

い。 

大学などの研究に触れ

る機会はとても大切だ

と思うので、引き続き

実施するとともに、可

能ならば他大学や他研

究などの他の選択肢も

あるとよい。 

講習に参加し学

力がついた／

85％ 

難関大学 35人、

国公立大学 170

人以上の合格 

進路 

講習に参加し学

力がついた 

／83.2％ 

大学入試結果は

年度末に報告 
Ｂ Ａ 

講習参加者の意

欲は高い。３年

生の進学に向け

て、最後まで粘

り強く指導を行

う。 

１・２年生の参加率を

もう少し上げたい。 

土曜講習で学校に来る

機会があることは良い

ことである。生徒が勉

強しなければいけない

ことを理解させること

が必要。 

授業理解度(よく

わかる)／92%※１ 

授業公開や研修

の機会を活用す

るなど授業改善

に取り組んでい

る／90％※３ 

教務 

広報・

研修 

 

授業理解度(よく

わかる)／93.0% 

授業改善へ積極

的に取り組む姿

勢／92.3%※３ 
Ａ Ａ 

授業理解度の令

和５年度との比

較では、微増で

はあるが 1.5％

増である。教職

員の意欲的な教

材研究への取組

が成果を結んで

アンケートからも先生

方の授業への準備の時

間が取れるようになっ

たことが伺えた。 
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いる。 

校外の発表や競

技会に参加し、入

賞する。 

文探・

理数 

日本地球惑星科

学連合大会にて

奨励賞・佳作、山

崎賞にて優良賞、

富士箱根伊豆学

会にて優秀賞、理

科研究発表会東

部大会にて最優

秀賞。科学の甲子

園県４位。文探も

２班が外部の研

修会や発表会に

参加。 

Ａ Ａ 

校外の発表会等

への参加に消極

的である。情報

がきて締め切り

までの日があま

りない場合もあ

るので、昨年の

内容で４月に紹

介するなどして

いきたい。 

校外での発表の機会が

あることはとてもよ

い。 

イ 

自

己

実

現

力

・

自

己

肯

定

感

の

涵

養 

自律心の育成／

90%※1 

学校生活満足度

／90%※１ 

学校への満足度

／95%※２ 

生徒 

(教務) 

自律心の育成／

91.8% 

学校生活満足度

／91.7% 

学校への満足度

／96.8% 

Ａ Ａ 

個々の生徒が高

い目標を持ち、

充実した生活を

送ることができ

ている。保護者

の満足度は昨年

より 2.1％増で

ある。 

生徒、保護者の満足度

の高さは、是非中学生

にも伝えたいが、どの

ように伝えるかが難し

い。 

健康管理に係る

各種講座満足度

／95%※１ 

欠席・遅刻の削減 

新体力テスト／

最優秀校 
保健 

保健体

育科 

薬学講座におい

て、概ね理解でき

た、理解できたと

答えた割合 100% 

欠席遅刻につい

ては学年部ごと

多少の違いはあ

るが、生徒に寄り

添う指導・対応す

ることで改善に

向かっている。 

新体力テストは

男女とも最優秀

校であった。  

Ａ Ａ 

インフルエンザ

感染症等の影響

から軽い体調不

良でも欠席する

ケースがある。

健康管理のため

に休むことと休

まず登校するこ

とのバランスを

どう考えさせる

かが、課題であ

る。 

新体力テストが男女共

に最優秀校となったこ

とはすばらしいこと。

日々の生活習慣や体力

づくりなどに関心が深

まっている証拠と思

う。 

仲間や周囲への

思いやり度／95%
※１ 

相談できる教職

員の存在／90%※

１，２ 

いじめへの速や

かな対応、体罰０

件 
保健 

生徒 

仲間や周囲への

思いやり度／

97.7%  

相談できる教職

員の存在／生徒

87.2%、保護者

77.4% 

いじめについて

は認知も含め速

やかに対応でき

た。体罰０件 

Ｂ Ｂ 

他者への思いや

りについて、自

己意識と実際の

言動が異なる場

面があるため、

コミュニケーシ

ョンスキルの習

得方法を検討す

る。 

どちらかというと進路

指導に近いが、保護者

と担任の面談の機会が

もう少しあるとよい。 

アンケートから「先生

と進路や学校行事のこ

とを話すことができ

る」のポイントが下が

っている。 

社会に出てもコミュニ

ケーション力は大事。

高校の時から培ってい

きたい。 

コミュニケーションス

キルの習得は大切なの

でぜひ検討して欲し

い。特に SNSの利用時
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間について調査も必要

かもしれない。 

いじめについては、ア

ンテナを高くして対応

していただきたい。 

自転車事故／前

年より削減 

交通安全意識の

高揚／100%※１ 生徒 

自転車事故は４

件（昨年度２件）

であり増加した。 

交通安全を意識

して登下校して

いる生徒の割合

／98.5% 

Ｂ Ｂ 

更なる啓蒙活動

を実施する。 

自転車通学は、それだ

けでリスクがあること

なので装備やスピード

など時々確認の機会が

あるとよい。 

進路意識や国際

感覚を高める行

事実施後の満足

度／95%※１ 

将来の進路の明

確化／75%※１ 

医学系セミナー

の満足度／90％※

１ 

進路 

グロー

バル 

（総

務） 

大学 WEBガイダ

ンス満足度／

99％ 

職業レクチャー

満足度／99.6% 

将来の進路の明

確化／76.2％ 

オンライン英会

話満足度／93% 

イギリス語学研

修満足度／85% 

医学系セミナー

満足度/100％ 

Ａ Ａ 

大学 WEBガイダ

ンスは参加希望

者が多く、意欲

も高い。 

職業レクチャー

や大学レクチャ

ーについては、

引き続き PTA組

織も連携して運

営を行っていき

たい。 

県指定の医療系

育成事業で行っ

た医学系セミナ

ーは大変好評で

あったため、次

年度も継続して

実施する。 

企画を継続するだけで

なく、ＯＢ（大学生）

を活用して、もう少し

ラフに大学の様子や受

験の経験を気軽に聞け

る場もあるとよいので

はないか。 

生徒の選択肢を増やせ

るので、これからも続

けて欲しい。 

レクチャーによって

各々の目標が明確にな

っていくので、ぜひ継

続してください。満足

度も高くてよい企画で

ある。 

部活動に積極的

に参加している

／90%※１ 生徒 

部活動に積極的

に参加している

／85% Ｂ Ｂ 

若干であるが、

消極的な部や生

徒が増加した。 

部活動以外の学外の活

動参加などが理由であ

ればこの項目自体は問

題ない。 

 

ウ 

帰

属

意

識

の

涵

養

と

リ

ー

ダ

ー

養

成 

規範意識のある

生活／98%※1 

自律心の育成／

90%※1 

挨拶の励行／92%
※1※２ 

生徒 

日常のマナーを

意識して生活し

ている生徒／

99.1% 

自律心／91.8% 

挨拶の励行／

89.4% 

Ａ Ａ 

生徒が自主的に

活動できる環境

を整えるととも

に、コミュニケ

ーション能力の

向上を図る。 

日常マナーの大切さな

ど引き続き御指導願い

たい。 

諸行事への自主

的参画／90%※1 

自主的に参画／

93.6% Ａ Ａ 

引き続き生徒が主体的

に活動できるよう御指

導願いたい。 

本校行事・活動の

一体感／90%※1 

仲間や周囲への

思いやり度／98%
※１ 

一体感を感じた

／93.7% 

仲間や周囲への

思いやり／97.7% 

Ａ Ａ 

学校行事の活性化等引

き続き御指導願いた

い。 

志龍塾実施後の

満足度／95%※１ 
広報・研

修 

韮高出身の各界

の著名人の講演

が実施でき満足

Ａ Ａ 

次年度も満足度

の高い講演会を

企画したい。 

双方にとってメリット

のある事業だと思う。 
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度も高かった。 

卒業生ＯＢの講

演等の機会を効

果的に設けてい

る／85％※3 

進路  

（総

務） 

卒業生ＯＢの講

演等の機会を効

果的に設けてい

る／75％ Ｂ Ｂ 

引き続き、職業

レクチャー、志

龍塾、医学系セ

ミナー等の機会

に卒業生に講演

等を依頼してい

きたい。 

講演等の機会が多いが

効果的に設けていると

いう割合が目標値に対

して低いのはなぜか。 

エ 

学

校

・

家

庭

・

地

域

の

連

携 

地域活動（ﾎﾞﾗﾝﾃ

ｨｱ、防災、探究活

動、部活動等）に

参加する生徒の

増加／40%※3 

地域貢献に取り

組む部活動の増

加 
生徒 

（総

務） 

地域活動に参加

した生徒の割合

／52.5% 

防災訓練参加者

９％（75名） 

Ｂ Ｂ 

多くの部活動が

地域行事に参加

した。また、地

域を舞台にした

探究活動も多か

った。しかし、

防災訓練の参加

率を上昇させる

必要がある。 

部活動の地域貢

献について、他

の活動との兼ね

合いが難しい

が、地域に貢献

できるように指

導する。 

いろいろな形で地域と

の関係を深めることは

大切。機会を増やすと

よい。 

学校生活が忙しい中で

地域活動に参加できて

いること自体が素晴ら

しい。 

地域活動の体験が将来

のヒントにもなるので

大切な活動である。 

ゴミ分別の徹底 

トイレ清掃不足

による苦情０ 

保健 

（総

務） 

ゴミの分別違反、

トイレの清掃不

足に関する苦情

を減らすことが

できた。 Ｂ Ｂ 

教室棟トイレの

改修工事が 1月

中旬にすべて終

了した。日々の

清掃を徹底さ

せ、さらに専門

業者による定期

的な清掃の実施

を依頼したい。 

新しいトイレ等清掃方

法を工夫している。 

HPの月間更新回

数／平均３回 

Facebook等の月

間更新回数／５

回以上 

広報・研

修 

HPの更新回数３

回/月 

Facebookの更新

回数 15/月 

Ａ Ａ 

ホームページ等

を有効活用し、

魅力ある情報の

発信をしていき

たい。 

学校新聞、龍城

学報の継続した

情報発信に努

め、学校や生徒

の取組を発信し

つつ家庭との連

絡に資するよう

にしたい。 

アンケートから、効果

が少しずつ現れている

ように感じた。 

一般、多くの人に知っ

てもらう場になってい

ると思う。 

Facebookの更新は地域

のステークホルダー向

けであれば有効だが少

しずつ親世代の使用す

る SNSも変化しだして

いないかが気になる。 

更新回数は多い。 

中学生が SNS等を通じ

て学校を選ぶ時代にな

ったが、入学後もここ

でよかったと思えるよ

うにしたい。 
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新聞３回以上、龍城

学報 50 回以上／年

間 

学校新聞等の閲

覧(生徒)／82%※１ 

学校新聞等の閲

覧(保護者)／86%
※２ 

家での学校につ

いての会話／88%
※１ 

広報・研

修 

新聞３回 

龍城学報 62回 

学校新聞の閲覧

（生徒）85.9% 

学校新聞の閲覧

（保護者）91.0% 

家での学校につ

いての会話 86.9% 

Ａ Ａ 

紙面で紹介できること

（配布することができ

る）も目に触れる機会

が多い。 

一日体験入学や

オープンスクー

ル参加者（来校

者）の満足度／

90% 

教務 

参加者（来校者）

の満足度／中学

生 91%、保護者

88.7% 

Ａ Ａ 

概ね満足して頂

いた。 

これからも満足度が高

くなるように企画して

いただきたい。 

他の教職員と連

携し、組織的に活

動している／

95％※３ 

管理職 

(分掌

長／学

年主

任) 

アンケートの結

果 97.5％（昨年

度 94.3％）であ

った。 

Ａ Ａ 

次年度も協働に

より職務を遂行

していきたい。 

アンケートの結果も向

上していてよい。 

オ 

教

育

活

動

の

基

盤

と

な

る

教

育

環

境

の

充

実 

ＩＣＴ機器の利

活用／90%※３ 

ＩＴ

（広

報・研

修） 

授業で ICT活用

した教員は

87.2%。校務での

利用は 100%。校

務支援システム

「Cラーニング」、

採点支援システ

ム「百問繚乱」の

活用により業務

の効率化を図る

ことができた。 

Ｂ Ｂ 

次年度も ICTの

より良い活用を

実践していきた

い。 

ICTの活用実績が向上

している。 

考える力をどのように

伸ばしていくかが課題

なので、今の時代に合

った授業づくりをお願

いしたい。 

年間一人あたり

の貸し出し／３

冊以上 

図書館利用生徒

の増加 図書 

12月 24日現在、

全体平均は 3.1

冊で平均値は達

成した。早朝も含

め利用者は高い

水準で継続中。 

Ｂ Ｂ 

図書館利用者は

例年並みであ

る。貸出利用者

は一部に偏って

いる。全員が 1

年に 1冊は借り

てほしいが、

中々難しい。 

本の貸し出しは難しい

が推奨はして欲しい。 

適切な会計処理

の励行と不祥事

０件 

学校経営予算 1

月末予算執行率

／70%以上 

事務 

監査及び会計指

導検査指摘事項

なし 

不祥事０件 

予算執行率 80.1% 

Ａ Ａ 

適切な会計処理

及び不祥事０件

の継続を目指

す。 

引き続きお願いした

い。 

不祥事０件 

積極的に研修を

実施／100%※３ 

教員公務員とし

ての自覚／100%※

３ 

管理職 

不祥事等が皆無

ではなかった。 

不祥事根絶研修

は県下の教職員

不祥事事案発生

時に必ず実施し

た。 

Ｂ Ｂ 

保護者や地域の

意見等にも耳を

傾けつつ日々不

祥事根絶の意識

を持っていきた

い。 

引き続き不祥事根絶に

向け取り組んでいただ

きたい。 
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教育公務員とし

ての自覚は 100％

であった。 

健診受診率／

100%※３ 

健康管理意識の

向上※３ 

夏季休暇の完全

取得者／100%※３ 

職員の時間外勤

務時間の月平均

が 45時間以下 

管理職 

保健 

健診受診率／

100% 

夏季休暇完全取

得者 92.9％（昨

年 94.8％） 

12月までの時間

外勤務時間の月

平均が 45時間以

下の教員／41.5%

（昨年 43.1%） 

Ｂ Ｂ 

夏季休暇取得率

の向上に向けた

呼びかけや時間

外勤務時間の削

減に向けた仕事

負担軽減に努め

ていきたい。 

教職員の健康管理は大

切である。 

 


